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１ 販売促進を実施するにあたって 

千葉県はトマトの産出額が全国で第４位にあり、首都

圏のマーケットでは高い位置づけにあります。しかし、

ここ数年は熊本・栃木・北海道などで生産規模の拡大や

収量アップに向けた取り組みが進んでおり、首都圏のマ

ーケットへの出荷が年々増加傾向にあります。 

現在、全農千葉県本部では品目別協議会において千

葉県、（公社）千葉県園芸協会と連携してオール千葉と

しての千葉県産トマトの販売強化・産地振興に向けた取

り組みを進めていますが、販売促進活動については平成

２５年より春・秋の年２回にわたって首都圏の量販店や

小売店を中心に開催してきました。 

２ 春トマト販促強化月間における販促活動 

本年は千葉県産春トマトの出荷最盛期に伴い、５月１

６日(土)､２３日(土)､６月６日(土)にわたって首都圏１

７店舗で開催しました。 

これまでの販促活動は１日ないし短期間での単発的

なものでしたが、各産地の出荷時期に応じ、長期での消

費拡大を図る目的から「春トマト販売強化月間」として

実施しました。また、平成２５年からの取り組みとして、

同店舗に複数の産地が合同で商品ＰＲを行うなどオー

ル千葉体制での意識付けに努めました。 

今回の販促活動を行うにあたり、ＪＡ長生の施設野

菜部会青年部やＪＡ山武郡市・ＪＡちばみどりの皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

の応援をいただき、店頭でお客様にトマトのおいしさ、

産地の特徴などを積極的にＰＲしました。５月２３日は、

メイン会場となった船橋のロピアららぽーとＴＯＫＹ

Ｏ－ＢＡＹ店にて県のマスコットキャラクター・チーバ

くんも応援に参加し、会場は大いに盛り上がりました。 

また、商品ＰＲに欠かせない販促資材として、今回チ

ーバくんをデザインしたシールやスイングＰＯＰを新

規に作成しました。トマトの入った袋にシールを貼ると

売り場に花を添える形となり、お客様より好評を得るこ

とができました。 

 

３ これからの取り組み 

本年の販促については、引き続き秋季に実施する予定

です。今後、千葉県産トマトの継続的な売り場を作るこ

とが当面の目標ですが、最終的にはこのような販促を通

じて千葉県産の青果物が継続的に売り場に並ぶこと、ま

さにオール千葉全体の販売強化につなげることだと思

います。 

今回の販促にあたっては千葉県・（公社）千葉県園芸協

会との共催で実施しました。ご協力をいただいた各Ｊ

Ａ・生産者・指定市場の皆様には改めて謝意を表すとと

もに、次回の販促においても関係機関との連携を深めな

がら、取り組んでいきたいと思います。 

オール千葉による千葉県産トマトの販売促進展開 
～ 固定客確保と消費拡大を目指して ～ 

全農千葉県本部では、ＪＡ･市場･千葉県･(公社)千葉県園芸協会をはじめとした関係機関と

連携し、千葉県産トマトの販売促進強化に取り組んでいます。他産地の台頭が著しいなかで

千葉県のトマトを消費者にＰＲし、継続的な販売先の確保を図っていきます。 
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１ 地区の紹介 

 榎沢地区は、約 82haの水田で、平成 17年度

から経営体育成基盤整備事業（ほ場整備事業）

を実施中の地域です。区画整理工事は平成 23年

度に完了し、一時利用地指定（仮換地）が行わ

れています。この状態において農地中間管理事

業を利用して担い手への集積を行うという取

り組みです。 

 

２ 推進の経緯 

 ほ場整備事業の地元推進母体である古沢土

地改良区榎沢工区では、工区内に設置された農

地利用調整委員会により受益者の要望を聞き、

工事後の農地における担い手への集積を考慮

した農地利用計画の作成、調整を行ってきまし

た。 

 その結果、基盤整備後は、半分程度の農地を

１つの営農組織と７人の個人担い手に集積す

ることとし、どの農地を誰が耕作するかという

具体的な農地利用計画について図面を作成し

て、関係する農家の了解を得、基盤整備面積

82ha のうち 47ha を担い手に集積見込みとする

計画がまとまりました。 

 地区の状況としては、農地中間管理事業を活

用して地域集積協力金が得られれば、ほ場整備

事業に関する負担軽減になること。また、殆ど

の出し手農家が経営転換協力金或いは耕作者

集積協力金の対象になりそうなこともあり、農

地利用調整委員会や工区の集まりに諮った結

果、やってみようということになりました。 

 地域集積協力金の前提である人・農地プラン

は、基盤整備実施地区なので、すでに農地と担

い手の問題について話し合う土俵が出来上が 

 

 

 

 

 

 

 

 

っており、市の協力を得て短期間に策定するこ 

とができました。 

一方、経営転換協力金については、遊休農地

の所有がネックとなります。そこで、工区とし

て農業委員会の遊休農地の調査に協力するこ

ととし、出し手農家に遊休農地のアンケート調

査を行いました。この調査票に中間管理事業の

説明も記載して事業の周知を図りました。そし

て、遊休農地の所有者には極力その解消を呼び

かけました。 

 次の課題は出し手農家への説明・了解取付と

農地貸付申込書等の提出でした。必要書類は工

区で作成を支援し、出し手には署名捺印をして

もらえばよいように準備しました。出し手が所

有する農地の状況から５つの類型にグループ

分けを行い、グループごとに順次説明会を行っ

て、了解いただいた方には、貸付申込関係書類、

農地利用集積計画を提出してもらい、早いグル

ープでは６月から貸し借りの手続きに入って

います。本年８月までにはすべてのグループへ

の説明を行い、１２月末までには園芸協会に貸

付ける手続きを終える予定です。 

「わからないことがたくさんあったが、その都

度、県農業事務所の改良普及課職員に聞いたり

相談したりして、進むことができた。」と、工区

の役員さんは話してくださいました。 

 

３ おわりに  

県内では、農地中間管理事業の制度を活かし

て農地の集積・集約化を進める取り組みが、昨

年度から始まっています。これからも折を見て、

ご紹介していきたいと思います。今後ともご協

力をよろしくお願いいたします。 

農地中間管理事業現地レポート いすみ市榎沢地区 

農地中間管理事業が始まり、１年余りがたちました。県内においても地域でまとまっ

て担い手への利用集積を進めようという取り組みがいくつかあり、調整が進められてい

ます。今回はこのうち、いすみ市榎沢地区の取り組みについてご紹介します。 

 

 

 

千葉県園芸協会 農地部 
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植木生産者や造園業者、本講座に興味のあ

る方を対象に、樹木の病害虫、気象障害や

土壌障害などの基礎知識を習得し、庭木に

ついての生育診断と回復技術を現地ほ場

で実証する。 

日 時：平成 27年 10月 8日（木） 

    受付：9時 30分から 

（農業大学校本館玄関） 

    講義･実習 

午前 10時から午後 3時頃まで 

場 所：千葉県立農業大学校 

講 師：樹木医 松原 功 先生 

定 員：30名(先着順) 

受講料: 無料 

申込方法：講座名、氏名、住所、郵便番号、 

電話番号、所属を記入のうえ、 

9月 1日（火）～9月 30日（水）

の期間に郵送、FAX、又は持参。 

申込先：千葉県立農業大学校農業研修科 

（担当 石橋） 

〒283-0001 東金市家之子 1059 

電話:0475-52-5140  FAX:0475-54-0630 

 

 

 

 

公益社団法人千葉県園芸協会の平成２７年度

通常総会が、去る６月２４日にプラザ菜の花（千

葉市内）において、多くの会員の出席をいただき、 

盛大に開催されました。  

総会では、議長に間渕理事長、議事録署名人に

は、千葉県いちご組合連合会の山崎会長と山武

郡市農業協同組合の秋庭代表理事組合長が選任

され、新たな理事３名の選出と提案した４議案

について、 全会一致で承認されました。 

  これまでの約１年間の業務運営を振り返って

みますと、１年目としては一定程度の成果を上げ

たものと考えておりますが、大きな課題である産

地連携や農地の集積など、軌道に乗せるには、こ

れからが正念場だと思っております。 

  名実ともに「園芸王国ちば」の核なる団体とな

るよう、懸命に努力いたしますので、一層のご支

援ご協力をお願いいたします。 

    記 

  １ 議案 

  (１)第１号議案 平成２６年度事業報告及び 

収支決算について 

  (２)第２号議案 平成２７年度会費額について 

  (３)第３号議案 理事の選任について 

  (４)第４号議案 常勤役員の報酬額について 

 ２ 報告事項   平成２７年度事業計画及び 

          収支予算について 

 

 

 

 

 

 

千葉県立農業大学校 
｢樹勢診断と回復技術講座｣募集 

平成２７年度 
公益社団法人千葉県園芸協会 
通常総会が開催されました 


